
一般質問一般質問

川本天神グラウンドテニスコート

答　
11
月
末
現
在
、
市
内
８
ヶ
所
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
市
外
利
用
者
率
は
26
％
と
前
年
同

期
に
比
し
７
％
増
加
し
て
い
る
が
料
金
改
定

後
８
ヶ
月
の
経
過
で
あ
り
、
今
後
の
動
向
を

注
視
し
市
民
が
利
用
し
や
す
い
方
法
を
研
究

し
て
い
く
。

重
忠
太
鼓
等
の
団
体
に
補
助
金
を

問　
畠
山
重
忠
顕
彰
事
業
の
一
環
と
し
て
誕

生
し
た
重
忠
太
鼓
や
踊
り
の
団
体
等
に
対
す

る
補
助
金
は
、
旧
川
本
町
か
ら
深
谷
市
に
継

承
さ
れ
て
い
た
が
、
３
年
前
に
団
体
に
係
る

費
用
が
「
経
常
費
で
あ
り
事
業
費
で
は
な

い
。」
と
認
定
し
た
と
の
理
由
で
廃
止
さ
れ

た
。
活
動
は
事
業
費
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
経

費
も
多
く
地
域
振
興
や
郷
土
愛
の
醸
成
な
ど

貢
献
も
顕
著
だ
。
補
助
金
交
付
を
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答　
既
存
の
文
化
財
保
存
事
業
の
後
継
者
育

成
事
業
補
助
金
等
の
適
用
は
創
設
後
、
日
も

浅
く
難
し
い
。
市
で
は
今
後
も
、
平
成
24
年

度
に
開
催
し
た
事
業
の
よ
う
に
重
忠
顕
彰
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問　
高
齢
者
施
策
の
中
で
も
重
要
な
介
護
予

防
事
業
の
課
題
や
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
十
分
な
事
業
の
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
市
独
自
の
一
次
予
防
事
業
と
し
て
「
市

内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
た
介
護
予
防

教
室
」
や
「
認
知
症
予
防
教
室
」
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
は
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人

生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
目
途

に
構
築
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
地
域

包
括
ケ
ア
構
築
に
む
け
た
市
の
姿
勢
は
。

答　
中
長
期
に
立
っ
た
視
点
で
、
地
域
の
特

性
や
社
会
資
源
を
生
か
し
た
、
市
独
自
の
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
。

問　
地
域
包
括
ケ
ア
実
現
の
た
め
の
重
要
な

一
つ
の
手
法
に
、地
域
ケ
ア
会
議
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
会
議
体
と
し
て
い
く
の
か
。

答　
「
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
」
と
、
市
レ
ベ

ル
の
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
の
２
つ
の
会
議
の

実
施
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
相
互
に

機
能
す
る
こ
と
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
構
築
に

は
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
中
心

を
担
う
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
十
分

連
携
し
て
い
き
た
い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
構
築
に
際
し
て
も
さ
ら
に
重
要
度
が

増
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
育
成
に
は
ど
こ

が
責
任
を
担
う
の
か
。

答　
基
本
的
に
は
大
里
広
域
が
適
切
な
指
導

監
督
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
の
担
っ

て
い
く
役
割
も
大
き
い
こ
と
か
ら
大
里
広
域

と
連
携
を
図
り
、育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ＱＡ 「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
構
築
、
ど
こ
が
取
り
組
む
？

市
独
自
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
す

問　
東
京
五
輪
の
波
及
、
経
済
効
果
を
深
谷

市
に
誘
導
す
る
気
が
あ
る
の
な
ら
「
今
か
ら

で
し
ょ
」
サ
ッ
カ
ー
予
選
会
場
は
埼
玉
ス
タ

ジ
ア
ム
で
あ
る
。
波
及
効
果
予
想
は
２
兆
９

６
０
０
億
円
、
観
客
予
想
８
５
０
万
人
で
あ

る
。
仙
元
山
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ビ
ッ

グ
タ
ー
ト
ル
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
活

用
し
、
練
習
会
場
に
手
を
挙
げ
な
い
の
か
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
立
ち
上
げ
の
考
え
は
。

答　
国
、
県
も
詳
し
い
計
画
が
決
定
し
て
い

な
い
。
周
囲
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問　
深
谷
の
名
所
、
旧
跡
、
伝
統
芸
能
、
郷

土
料
理
と
野
菜
の
収
穫
体
験
、
緑
の
王
国

等
、
バ
ス
で
観
光
お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
の
考

え
は
。

答　
少
し
で
も
深
谷
市
に
来
て
ほ
し
い
。
地

元
の
魅
力
を
発
掘
、
発
信
し
て
い
く
。
ふ
っ

カ
ー
ゴ
の
活
用
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問　
県
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
進
出
提
言
を
。

答　
連
携
を
と
っ
て
、
や
っ
て
い
き
た
い
。

全
国
学
力
、
学
習
状
況
調
査

問　
全
国
学
力
テ
ス
ト
、
市
の
現
状
及
び
公

表
の
範
囲
は
。

答　
市
内
各
学
校
の
判
断
で
独
自
の
調
査
結

果
を
公
表
。「
こ
こ
ろ
ざ
し
」
10
月
号
で
国
・

県
の
平
均
正
答
率
と
比
較
公
表
し
た
。
あ
る

学
校
で
は
３
者
面
談
を
実
施
。
進
路
、
進
学

に
も
活
用
し
て
い
る
。

問　
学
力
テ
ス
ト
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
各
学
校
で
学
力
向
上
推
進
委
員
会
や
校

内
研
修
会
に
お
い
て
、
全
職
員
で
分
析
、
検

討
し
自
校
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
力
向
上
を
図
る
た
め
の
様
々
な
取

り
組
み
を
指
導
に
生
か
す
よ
う
努
力
し
て
い

る
。
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
の
分
析
と
、

指
導
力
向
上
を
目
的
と
し
た
教
員
研
修
も
実

施
し
て
い
る
。

ＱＡ
東
京
五
輪
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
市
の
お
も
て
な
し
の
考
え
は

国
、
県
、
周
囲
の
動
向
を
注
視
す
る

全
国
学
力
、
学
習
状
況
調
査

〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

❿

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
議
会
本
会
議
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」・
・
・
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
役
所
３
階
議
会
傍
聴
席
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
次
回
の
定
例
会
の
日
程
は
最
終
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。〉

⓫

加か
と
う藤　

温あ
つ
こ子

五ご

ま間
く
み
子こ

問　
市
は
近
隣
市
町
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
、
公

の
施
設
の
相
互
利
用
協
定
を
結
ん
で
い
る

が
、
川
本
地
内
天
神
グ
ラ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
利
用
者
が
使
用
料
改
定
後
の
今
年

４
月
以
降
急
増
し
、
特
に
10
月
末
に
は
深
谷

市
以
外
の
利
用
率
が
47
％
と
な
り
地
内
６
ヶ

所
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
平
均
も
40
％
と
高
く
込

み
合
っ
て
い
る
。
市
民
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
受
付
方
法
や
使
用
料
な
ど
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
。

ＱＡ
市
民
が
利
用
し
や
す
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

動
向
に
注
視
し
研
究
し
て
い
く

田た
じ
ま島　

信の
ぶ
よ
し吉

重
忠
太
鼓
等
の
団
体
に
補
助
金
を

問　
公
共
施
設
で
モ
バ
イ
ル
端
末
な
ど
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
可
能
に
す
る
た
め
、

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
べ
き
。

答　
通
信
事
業
者
に
よ
る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
拡
充
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
や

製
品
の
多
様
化
と
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
。
災

害
情
報
や
安
否
確
認
な
ど
の
情
報
発
信
手
段

と
し
て
も
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

目
的
・
効
果
・
設
置
維
持
経
費
及
び
防
災
観

点
も
含
め
導
入
方
法
な
ど
調
査
・
研
究
す
る
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
ふ
か
や
の
更
な
る
充
実
を

問　
深
谷
市
の
魅
力
や
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
動

画
で
紹
介
す
る
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
ふ
か
や
」
の

更
な
る
充
実
を
。
工
夫
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
を
入
れ

た
内
容
と
し
、
市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
等
の
市
民

と
の
協
働
の
ス
キ
ー
ム
の
構
築
を
提
案
す
る
。

答　
現
在
、
市
政
情
報
・
祭
り
イ
ベ
ン
ト
・

歴
史
文
化
・
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
で

計
57
本
を
掲
載
。
市
民
と
の
協
働
の
観
点
に

つ
い
て
は
、
後
期
基
本
計
画
の
中
で
も
取
り

組
む
べ
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
善
へ
の
一
施
策

と
位
置
づ
け
て
お
り
、
見
て
楽
し
め
る
動
画

配
信
の
充
実
に
向
け
研
究
し
て
い
く
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
推
進
を

問　
予
防
・
健
康
管
理
の
推
進
へ
の
新
た
な

仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
が
あ
る
。
積
極
的
に
導
入
し
、
医
療
費
の

削
減
・
適
正
化
へ
の
取
組
み
を
。

答　
市
町
村
国
保
に
つ
い
て
は
、
国
保
中
央

会
に
て
「
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
」

稼
動
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
市
に
お
い
て

も
参
加
し
、
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
の
取
り

組
み
に
活
用
し
て
い
く
。

ＱＡ
公
共
施
設
で
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
＝
ワ
イ
フ
ァ
イ
）
サ
ー
ビ
ス
開
始
を

目
的
、
経
費
、
効
果
及
び
防
災
対
策
の
観
点
も
含
め
調
査
・
研
究
し
て
い
く

三み

た

べ

田
部
恒つ

ね
あ
き明

チ
ャ
ン
ネ
ル
ふ
か
や
の
更
な
る
充
実
を

※データヘルスとは医療保険者によるデータ分析に基づく
保健事業で、レセプトや健診データを分析し、保険者ご
との特性や課題に即した効果の高い保健事業を企画立案
し実施していく。

※
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
推
進
を


